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西風隆司 氏［（株）島津製作所，博士（理学）］
〔業績〕 MALDI-MSによるペプチド・糖ペプチド・糖鎖の解析における高感度化 

―糖鎖修飾構造解析法―

西風隆司氏は，2003年横浜市立大学理学部を卒業，2008年横浜市立大学大学院博士課程を修了し，博士（理学）の学位
を取得した．大学院修了後は（公財）野口研究所博士研究員を経て，現在は（株）島津製作所　田中耕一記念質量分析研究
所に勤務している．西風氏はこれまで一貫して，ペプチド，糖鎖および糖ペプチドなど生体分子のMALDI-MSに関する
研究を行ってきた．特に誘導体化反応やマトリックス添加物を利用した手法を開発し，糖ペプチドや糖鎖の構造解析法に
展開した．以下その業績の概要を記し奨励賞顕彰記事とする．
西風氏は，MALDIにおけるペプチドのイオン化過程を研究するなかで，セリンやスレオニンなどの親水性アミノ酸を
マトリックスに添加することによってイオン生成量が大きく増加することを見いだした．さらに，イオン化効率が低い糖
ペプチドなどの親水性の高いペプチド試料に対し，疎水性の高いピレンでラベル化するオンターゲットPDAM誘導体化
法を開発し，そのイオン化効率の向上に成功した．この高感度化の機構解明のため，イオン化に用いるマトリックス
DHBのラマンイメージング解析および糖ペプチドの質量分析イメージング解析を行い，DHBの結晶多形と糖ペプチドの
sweet spotの相関関係を初めて明らかにした．この研究成果はMass Spectrometry誌に原著論文として報告され，MALDIイ
オン化機構における試料分子の親水性度に関する定量的な知見を与えるものとして高い評価を受けている．
負イオンモードを用いる中性糖鎖解析は分岐構造情報を与えるが，一般的に感度が低い．西風氏は，中性糖鎖の分析に
おいて，MALDI液体マトリックスにアニオンを添加することで中性糖鎖の負イオンによる高感度分析が可能となること
を明らかにした．この分析手法において，アニオンの気相塩基性度とアニオン付加中性糖鎖のイオン収量およびフラグメ
ンテーションのプロセスが密接に関係していること，およびNO3

－が中性糖鎖解析に適することを明らかにした．さらに，
誘導体化した糖鎖にも負イオン構造解析を適用し，Her2由来のN型糖鎖の構造解析や乳がん患者の IgG糖鎖解析などに応
用した．
西風氏は糖ペプチドに対しても負イオンモードを検討し，糖ペプチドの負イオンから生じるフラグメントイオンを分
類／解釈した．さらに，糖鎖で得られたような分岐構造を反映するフラグメントイオンが得られる条件を明らかにし，そ
の生成効率を著しく向上させるアミド化修飾法を開発した．先に述べた糖鎖の負イオン構造解析法と組み合わせることに
より，糖ペプチドから直接，糖鎖の構造解析が可能となり，糖タンパク質の構造解析への利用が期待される．本誘導体化
法のもう一つの特徴は，不安定なシアル酸残基をアミド化することにより安定化させることである．これにより前処理や
質量分析の途中におけるシアル酸脱離を抑制し，シアル酸の数を正確に把握することを可能とした．しかしながら，本手
法では生体中に主に存在する2種類の結合様式を有するシアル酸残基，α2,3-結合シアル酸とα2,6-結合シアル酸を区別する
ことができなかった．そこで，新たにSALSAと呼ばれる新規シアル酸結合様式特異的修飾法を開発した．この手法の特
長は，シアル酸のカルボキシ基をアルキルアミド化することによる安定性向上，およびα2,3-結合シアル酸修飾体とα2,6-
結合シアル酸修飾体の質量による分離である．すでにこの手法は，他研究機関との共同研究により血漿糖鎖のプロファイ
リングに応用されている．
このように西風氏は質量分析の基礎的知見に基づいた新規誘導体化をはじめとする分析手法の開発を行っており，現在

までに14件の原著論文を筆頭著者として国際誌に発表している．開発された手法は，他の複数の研究者による応用研究
において利用されていることからも，十分に実用的なレベルに達していることは明らかである．このように西風氏の研究
業績は質量分析学の進歩に寄与する優れたものであり，ここに日本質量分析学会奨励賞に値するものとして贈呈を決定し
た．
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